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②

　

鉄
砲
伝
来
及
び
日
本
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
交
流
４
８
０
周
年
、
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・

　

鉄
砲
伝
来
及
び
日
本
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
交
流
４
８
０
周
年
、
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・

ビ
ス
ポ
市
姉
妹
都
市
盟
約

ビ
ス
ポ
市
姉
妹
都
市
盟
約
3030
周
年
を
記
念
し
て
、
７
月

周
年
を
記
念
し
て
、
７
月
1212
日
（
水
）
に
、

日
（
水
）
に
、

市
内
小
中
学
校
の
給
食
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し

市
内
小
中
学
校
の
給
食
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
上
西
小
学
校
で
は
、
八
板
市
長
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
教
諭
の

た
。
上
西
小
学
校
で
は
、
八
板
市
長
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
教
諭
の

山
田
先
生
が
同
席
し
、
５
・
６
年
生
の
児
童
と
一
緒
に
給
食
を
楽
し
み
ま

山
田
先
生
が
同
席
し
、
５
・
６
年
生
の
児
童
と
一
緒
に
給
食
を
楽
し
み
ま

し
た
。
事
前
に
配
布
さ
れ
た
資
料
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
姉
妹
都
市
の
ヴ
ィ

し
た
。
事
前
に
配
布
さ
れ
た
資
料
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
姉
妹
都
市
の
ヴ
ィ

ラ
ド
ビ
ス
ポ
市
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
児
童
か
ら
は
、
過
去
に
ポ
ル
ト

ラ
ド
ビ
ス
ポ
市
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
児
童
か
ら
は
、
過
去
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
を
訪
問
し
た
八
板
市
長
に
質
問
を
す
る
な
ど
、
給
食
を
通
じ
て
様
々

ガ
ル
を
訪
問
し
た
八
板
市
長
に
質
問
を
す
る
な
ど
、
給
食
を
通
じ
て
様
々

な
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

な
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

桑
原
光
星
さ
ん

　

桑
原
光
星
さ
ん((

６
年
６
年))

は
、「
想
像
し
て
い
た
以
上
に
お
い
し
か
っ
た
。

は
、「
想
像
し
て
い
た
以
上
に
お
い
し
か
っ
た
。

給
食
を
通
じ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
こ
と
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」

給
食
を
通
じ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
こ
と
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
の
あ
っ
た
東
京
都
千
代
田

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
の
あ
っ
た
東
京
都
千
代
田

区
の
麹
町
小
学
校
で
提
供
さ
れ
た
レ
シ
ピ
を
も
と
に
、
山
田
先
生
が
作
成

区
の
麹
町
小
学
校
で
提
供
さ
れ
た
レ
シ
ピ
を
も
と
に
、
山
田
先
生
が
作
成

し
た
も
の
で
す
。
提
供
さ
れ
た
料
理
は
、
ト
マ
ト
ラ
イ
ス
、
ソ
ッ
パ
・
デ
・

し
た
も
の
で
す
。
提
供
さ
れ
た
料
理
は
、
ト
マ
ト
ラ
イ
ス
、
ソ
ッ
パ
・
デ
・

ペ
ド
ラ
（
石
の
ス
ー
プ
）、
た
ら
の
エ
ス
カ
ベ
ッ
シ
ュ
、
焼
き
プ
リ
ン
タ

ペ
ド
ラ
（
石
の
ス
ー
プ
）、
た
ら
の
エ
ス
カ
ベ
ッ
シ
ュ
、
焼
き
プ
リ
ン
タ

ル
ト
。
山
田
先
生
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、「
普
段
の
給

ル
ト
。
山
田
先
生
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、「
普
段
の
給

食
の
味
を
意
識
し
な
が
ら
、
い

食
の
味
を
意
識
し
な
が
ら
、
い

つ
も
と
違
っ
た
具
材
を
味
わ
っ
た

つ
も
と
違
っ
た
具
材
を
味
わ
っ
た

り
、
料
理
名
を
聞
い
た
り
す
る
な

り
、
料
理
名
を
聞
い
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
雰
囲
気
も
味
わ
っ
て
も

ど
し
て
、
雰
囲
気
も
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
」

ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ル
ト

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
産
の
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
や
西

ガ
ル
産
の
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
や
西

之
表
産
の
野
菜
、
西
之
表
市
の
給

之
表
産
の
野
菜
、
西
之
表
市
の
給

食
で
は
珍
し
い
タ
ラ
を
利
用
す
る

食
で
は
珍
し
い
タ
ラ
を
利
用
す
る

な
ど
、
食
材
の
活
用
に
お
い
て
も

な
ど
、
食
材
の
活
用
に
お
い
て
も

工
夫
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

工
夫
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

学校給食で
ポルトガル料理を楽しもうポルトガル料理を楽しもう

　鉄砲伝来・日本ポルトガル交流 480周年を
記念した、これまでの交流の企画展。

8 月 2日（水）【鉄砲館企画展】ポルトガル交流展（～ 10月 31 日まで）8月 2日（水）【鉄砲館企画展】ポルトガル交流展（～ 10月 31 日まで）

　太鼓山行列、南蛮行列、演芸大会、花火大会ほか

鉄砲伝来４８０周年（日本・ポルトガル交流）鉄砲伝来４８０周年（日本・ポルトガル交流）
　　　　　　　　　　　　　記念イベントをお楽しみに！　　　　　　　　　　　　　記念イベントをお楽しみに！

8月 19日（土）鉄砲伝来 480 周年 全国火縄銃大会8月 19 日（土）鉄砲伝来 480 周年 全国火縄銃大会
　全国各地から火縄銃団体が一堂に会し、
演武を行います。

8 月 20 日（日）第 54回種子島鉄砲まつり8月 20 日（日）第 54回種子島鉄砲まつり

◀詳しくは市HPをご覧ください
記念動画もチェック！

▲ヴィラ・ド・ビスポ市
　シンボルマーク

市政の窓 2023.8 月号



③

ヨヨガガフフェェスス 22002233

ヨ
ガ
の
聖
地
で
国
際
ヨ
ガ
デ
ー
を
祝
う

　

６
月

　

６
月
1717
日
土
曜
日
、
ヨ
ガ
の
聖
地
に
認
定
さ
れ
て
い
る

日
土
曜
日
、
ヨ
ガ
の
聖
地
に
認
定
さ
れ
て
い
る

浦
田
海
水
浴
場
で
、国
際
ヨ
ガ
デ
ー
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ

浦
田
海
水
浴
場
で
、国
際
ヨ
ガ
デ
ー
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ

ガ
フ
ェ
ス
２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
フ
ェ
ス
２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ガ
を
す
る
前
に
ヨ
ガ
の
聖
地
を
き
れ
い
に
す
る
聖
地

　

ヨ
ガ
を
す
る
前
に
ヨ
ガ
の
聖
地
を
き
れ
い
に
す
る
聖
地

ク
リ
ー
ン
を
行
い
、
心
地
よ
い
波
音
を
聞
き
な
が
ら
、
約

ク
リ
ー
ン
を
行
い
、
心
地
よ
い
波
音
を
聞
き
な
が
ら
、
約

3030
名
が
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
呼

名
が
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
呼

吸
を
意
識
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ヨ
ガ
を
継
続
す
る
こ

吸
を
意
識
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ヨ
ガ
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
心
身
と
も
に
健
康
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。」
と

と
で
、
心
身
と
も
に
健
康
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。」
と

効
果
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
々
健
康
を
意

効
果
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
々
健
康
を
意

識
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
も
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

識
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
も
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
板
市
長
は
「
本
市
は
ヨ
ガ
の
聖
地
を
大
切
に
し
、
今

　

八
板
市
長
は
「
本
市
は
ヨ
ガ
の
聖
地
を
大
切
に
し
、
今

後
も
地
域
活
性
化
及
び
市
民
の
健
康
増
進
に
活
用
し
て
い

後
も
地
域
活
性
化
及
び
市
民
の
健
康
増
進
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。
地
域
資
源
で
あ
る
景
観
や
食
と
ヨ
ガ
を
組
み
合

き
た
い
。
地
域
資
源
で
あ
る
景
観
や
食
と
ヨ
ガ
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
つ
な
が
る

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
６
月
１
日

　
　

西
之
表
市
は
ヨ
ガ
の
聖
地
に
認
定

　

令
和
２
年
６
月
１
日
、
一
般
社
団
法
人
全
日
本
ヨ

　

令
和
２
年
６
月
１
日
、
一
般
社
団
法
人
全
日
本
ヨ

ガ
連
盟
が
西
之
表
市
の
①
浦
田
海
水
浴
場
、②
天
女
ヶ

ガ
連
盟
が
西
之
表
市
の
①
浦
田
海
水
浴
場
、②
天
女
ヶ

倉
、
③
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
下
西
〜
住
吉
）
の
３

倉
、
③
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
下
西
〜
住
吉
）
の
３

箇
所
を
ヨ
ガ
の
聖
地
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

箇
所
を
ヨ
ガ
の
聖
地
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
の
「
自
然
」「
文
化
」「
歴
史
」
と
当
時

　

西
之
表
市
の
「
自
然
」「
文
化
」「
歴
史
」
と
当
時

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
総
合
的
に
評
価
さ

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
総
合
的
に
評
価
さ

れ
、
全
国
で
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

れ
、
全
国
で
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

in 西之表市in 西之表市

市政の窓2023.8 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

７
月

　

７
月
３３
日日((

月月))

、
種
子
島
保
護
区
保

、
種
子
島
保
護
区
保

護
司
会
（　

師
和
俊
会
長
）
５
名
が
来

護
司
会
（　

師
和
俊
会
長
）
５
名
が
来

庁
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県
知
事
か
ら

庁
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県
知
事
か
ら

の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

協
力
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
手
渡

協
力
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
立
ち
直
り
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
を

と
立
ち
直
り
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く

を
合
わ
せ
、
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で

た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
7373

回
目
に
な
り
ま
す
。

回
目
に
な
り
ま
す
。

保
護
司
会
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

元
市
議
会
議
員
の
上
妻
義
人
さ
ん
が

　

元
市
議
会
議
員
の
上
妻
義
人
さ
ん
が

令
和
５
年
春
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

令
和
５
年
春
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
妻
さ
ん
は
、
昭
和

　

上
妻
さ
ん
は
、
昭
和
5656
年
２
月
か
ら

年
２
月
か
ら

平
成
８
年
６
月
ま
で
市
議
会
議
員
（
そ

平
成
８
年
６
月
ま
で
市
議
会
議
員
（
そ

の
内
２
年
間
は
副
議
長
）を
務
め
ま
し
た
。

の
内
２
年
間
は
副
議
長
）を
務
め
ま
し
た
。

　

受
章
を
受
け
「
市
民
の
皆
様
の
お
か

　

受
章
を
受
け
「
市
民
の
皆
様
の
お
か

げ
で
市
議
会
議
員
を
４
期
努
め
る
こ
と

げ
で
市
議
会
議
員
を
４
期
努
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の

が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
、
受
章
す
る
こ
と
が
で

人
に
支
え
ら
れ
、
受
章
す
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

き
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

元
市
議
会
議
員 

上
妻
義
人
氏　

春
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

　

６
月

　

６
月
2727
日
（
火
）
と

日
（
火
）
と
2828
日
（
水
）、
中

日
（
水
）、
中

種
子
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
美
坂
貴

種
子
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
美
坂
貴

一
さ
ん
（
３
年
）
が
、
市
役
所
で
職
場

一
さ
ん
（
３
年
）
が
、
市
役
所
で
職
場

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
坂
さ
ん
は
、
総
務
課
で
防
災
無
線

　

美
坂
さ
ん
は
、
総
務
課
で
防
災
無
線

放
送
の
入
力
業
務
や
鉄
砲
館
で
の
受
付

放
送
の
入
力
業
務
や
鉄
砲
館
で
の
受
付

業
務
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。「
よ
く

業
務
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。「
よ
く

聞
い
て
い
る
防
災
無
線
の
仕
組
み
が
わ

聞
い
て
い
る
防
災
無
線
の
仕
組
み
が
わ

か
っ
た
。
接
客
す
る
と
き
に
は
大
き
な

か
っ
た
。
接
客
す
る
と
き
に
は
大
き
な

声
で
話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。

声
で
話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。

将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
役
所
で
職
場
体
験
（
中
種
子
特

別
支
援
学
校
中
学
部
）

原 

ソ
ノ
エ
さ
ん　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

ソ
ノ
エ
さ
ん
は
、

ソ
ノ
エ
さ
ん
は
、
大
正
12
年
６
月
22

日
に
住
吉
能
野
に
て
お
生
ま
れ
に
な
り

住
吉
能
野
に
て
お
生
ま
れ
に
な
り

ま
し
た
。
結
婚
後
は
３
男
１
女
の
子
宝

ま
し
た
。
結
婚
後
は
３
男
１
女
の
子
宝

に
恵
ま
れ
、
転
勤
で
鹿
児
島
県
内
を
異

に
恵
ま
れ
、
転
勤
で
鹿
児
島
県
内
を
異

動
す
る
夫
を
支
え
な
が
ら
、
趣
味
の
日

動
す
る
夫
を
支
え
な
が
ら
、
趣
味
の
日

本
舞
踊
を
楽
し
み
「
姿
勢
を
よ
く
過
ご

本
舞
踊
を
楽
し
み
「
姿
勢
を
よ
く
過
ご

す
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
」
と
話
し
ま
し

す
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
」
と
話
し
ま
し

た
。
た
。

　

車
の
運
転
が
好
き
で
、
数
年
前
ま
で

　

車
の
運
転
が
好
き
で
、
数
年
前
ま
で

続
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
車
い

続
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
車
い

す
を
ご
利
用
で
す
が
、
姿
勢
よ
く
凛
と

す
を
ご
利
用
で
す
が
、
姿
勢
よ
く
凛
と

し
た
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

し
た
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
し
く
だ
さ
い
。

▲原 ソノエさん（中央）▲上妻 義人さん（中央）

市政の窓 2023.8 月号



熊毛地区「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」
「歯・口の健康啓発標語コンクール」

　熊毛地区「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」及び「歯・口の健康啓発標語コンクール」
で、図画・ポスター部門で本市から特選 2名、入選 4名、標語部門では特選 1名、入選 3名が受賞しまし
た。（市内学校のみ掲載）

特選 伊関小学校 3年 　濵脇　央一郎

特選 古田小学校 6年 　中山　実咲

入選 榕城小学校 2年 　田上　珀琥

入選 榕城小学校 2年 　御領原　弘成

入選 榕城小学校 3年 　長倉　栞菜

入選 下西小学校 6年 　石寺　ひまり

《　図画・ポスター　》

特選
種子島高校 1年 　松原　志奈
「キレイな歯　あなたの日々の　積み重ね」

入選
種子島中学校 1年 　若松　夢弥
「人生を　いっしょに歩もう　自分の歯」

入選
種子島中学校 3年 　赤木　梓音
「ノーマスク　輝く笑顔と　きれいな歯」

入選
種子島高校 3年 　大田　ひな
「守りたい　未来の笑顔と　私の歯」

《　標語　》

特選　伊関小学校 3年　濵脇　央一郎さんの作品 特選　古田小学校 6年　中山　実咲さんの作品

■問合せ先　市教育委員会学校教育課指導係　☎ 22‐1111内線 255

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

種
子
島
P
H
O
E
N
I
X
初
優
勝
！

　

７
月
２
日
（
日
）、
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
宮
之
城

総
合
運
動
公
園
で
、
第
23
回
全
日
本
中
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
鹿
児
島
県
予
選
大
会
が
行
わ

れ
、
種
子
島
中
学
校
の
生
徒
で
結
成
さ
れ
て
い
る

種
子
島
P
H
O
E
N
I
X
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
砂
坂
泰
進
さ
ん
（
３

年
）
を
中
心
に
チ
ー
ム
が
ま
と
ま
り
、
決
勝
の
オ
ー

ル
鹿
児
島
戦
で
は
11
対
４
の
快
勝
で
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
に
よ
り
、
７
月
16
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
第
９
回
全
九
州
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
と
、
８
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
23
回
全

日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
及
び
全
国
大
会
で
、
種
子
島
の
中
学

生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑤ 市政の窓2023.8 月号



⑥

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

　
　
　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

デモンストレーションスポーツ
ソフトバレーボール大会を実施しました。

　

６
月

　

６
月
2525
日
（
日
）、
市
民
体
育
館
で
、「
燃
ゆ
る
感
動

日
（
日
）、
市
民
体
育
館
で
、「
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
」
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

か
ご
し
ま
国
体
」
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー

ト
の
広
さ
で
、
軽
く
て
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
誰
で

ト
の
広
さ
で
、
軽
く
て
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
生
涯
を
通
じ

も
気
軽
に
楽
し
め
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
生
涯
を
通
じ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
案
さ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
案
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
者
だ
け
で
な
く
、

　

大
会
当
日
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
職
場
な
ど
の

地
域
や
職
場
な
ど
の
2121
チ
ー
ム
、
総
勢
１
３
３
名
の
選

チ
ー
ム
、
総
勢
１
３
３
名
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
声
を
出
し
な
が
ら
楽
し
く
プ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
声
を
出
し
な
が
ら
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
真
剣
な
中
に
も
笑
い
あ

レ
ー
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
真
剣
な
中
に
も
笑
い
あ

り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲フリーの部優勝チーム「ゼットン」▲ブロンズの部優勝チーム「パキラ」

少
林
寺
拳
法
で
活
躍
！

　
　
《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

６
月
24
日
（
土
）、
い
ち
き
串
木
野
総
合

体
育
館
で
、
特
別
国
体
２
０
２
３
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技 

少
林
寺
拳
法
鹿
児
島
県

大
会
が
開
催
さ
れ
、
種
子
島
道
院
拳
友
会
か

ら
11
人
が
出
場
し
、
大
活
躍
し
ま
し
た
。

《最優秀賞》
◆単独演武 中学生 黒帯の部
牛越 元徳（種子島中 2年）
◆一般女子初段・2段の部
梶浦 智穂乃・川野 真理子
◆単独マスターズの部
山本 伸司
《優秀賞》
◆小学生団体の部
奥村友義（榕城小 6年）、牛越 元徳
（種子島中 2年）
《優良賞》
小学生茶・黒帯組演武の部
奥村友義（榕城小 6年）・牛越琉奈（安城小６年）

市政の窓 2023.8 月号



燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

６
月

　

６
月
2424
日
（
土
）、
市
民
体
育
館
で
、
元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー

日
（
土
）、
市
民
体
育
館
で
、
元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
代
表
の
迫
田
さ
お
り
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ボ
ー
ル
代
表
の
迫
田
さ
お
り
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
之
表
市
独
自
の
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

　

こ
れ
は
、
西
之
表
市
独
自
の
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
種
子
島
中
学
校
、
種
子
島
高
校
の
バ
レ
ー
部
の

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
種
子
島
中
学
校
、
種
子
島
高
校
の
バ
レ
ー
部
の

計計
4646
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
は
、
フ
ロ
ア
を
広
く
使
っ
た
ウ
ォ
ー
ミ

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
は
、
フ
ロ
ア
を
広
く
使
っ
た
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
ま
り
、
迫
田
さ
ん
の
実
演
を
挟
み
な
が
ら
、

ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
ま
り
、
迫
田
さ
ん
の
実
演
を
挟
み
な
が
ら
、

コ
ー
ト
２
面
を
使
っ
て
ト
ス
や
レ
シ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ク
そ
れ
ぞ
れ

コ
ー
ト
２
面
を
使
っ
て
ト
ス
や
レ
シ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ク
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
イ
ン
ト
を
じ
っ
く
り
と
教
わ
り
ま
し
た
。

の
ポ
イ
ン
ト
を
じ
っ
く
り
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
迫
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

　

そ
の
後
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
迫
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

経
歴
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
、
迫
田
さ
ん
か
ら

経
歴
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
、
迫
田
さ
ん
か
ら

は
当
時
の
心
境
や
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
の
出
会
い
の
エ
ピ

は
当
時
の
心
境
や
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
の
出
会
い
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
も
っ
と
上
手
く
な
る

ソ
ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
も
っ
と
上
手
く
な
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
試
合
中
に
失
敗
し
た
と
き
の

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
試
合
中
に
失
敗
し
た
と
き
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
」
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
そ

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
」
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
子
ど
も
た
ち
は
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

れ
ぞ
れ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
子
ど
も
た
ち
は
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
杉

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
杉 

由
愛
さ
ん
（
種
子
島
中
３
年
）
は

由
愛
さ
ん
（
種
子
島
中
３
年
）
は

「
強
い
ス
パ
イ
ク
を
打
つ
た
め
の
助
走
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

「
強
い
ス
パ
イ
ク
を
打
つ
た
め
の
助
走
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
。
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
や
そ
れ
ぞ
れ
の

た
。
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
や
そ
れ
ぞ
れ
の

武
器
（
長
所
）
を
見
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
仲
間
の
大
切
さ
を
改
め

武
器
（
長
所
）
を
見
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
仲
間
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
る
時
間
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

て
感
じ
る
時
間
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

元全日本女子バレーボール代表
迫田さおりさん迫田さおりさんによる
　　　　　バレーボール教室＆トークイベント

⑦ 市政の窓2023.8 月号



⑧

1 人件費（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和 3年度

人件費率
令和 4年度 14,092 人 12,198,617 千円 1,828,199 千円 15.0% 15.3%

（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2 職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

令和 5年度 176人 633,171 千円 124,234 千円 251,589 千円 1,008,994千円 5,733 千円
（注）職員手当には、児童手当及び退職手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

3 職員の平均給料及び平均年齢 （令和 5年 4月 1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
297,300 円 40.6 歳 － －

4 職員の初任給 （令和 5年 4月 1日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 185,200 円 196,900 円 (207,984 円）

185,700 円
(221,200 円 )
197,500 円

(207,424 円 )
185,200 円

(220,528 円 )
196,900 円

高校卒 154,600 円 162,900 円 (173,600 円 )
155,000 円

(183,008 円 )
163,400 円

(173,152 円 )
154,600 円

(182,448 円 )
162,900 円

（注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

5 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （令和 5年 4月 1日現在）
区　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職 大学卒 255,500 円 287,400 円 319,000 円
高校卒 217,800 円 255,500 円 287,400 円

技能労務職 高校卒 196,500 円 232,600 円 254,500 円
（注）この表は、職員が採用されてから、10年、15年、20年後の平均給料月額を示したものです。

6 一般行政職の級別職員数 （令和 5年 4月 1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事補
・主事 主事 主査 係長級 補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 24 19 54 28 22 19 0 166
構成比（％） 14.5 11.4 32.5 16.9 13.3 11.4 0.0 100.0
（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7 職員手当　①期末勤勉手当 （令和 4年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6月期 1.000 月分 1.150 月分 2.150 月分 1.200 月分 0.950 月分 2.150 月分
同 同12月期 1.000 月分 1.250 月分 2.250 月分 1.200 月分 1.050 月分 2.250 月分

計 2.000 月分 2.400 月分 4.400 月分 2.400 月分 2.000 月分 4.400 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同

西之表市人事行政の運営状況西之表市人事行政の運営状況
本市の人事行政について、市民の皆様に一層のご理解をいただくため、次のとおり状況をお知らせします。

■問合せ先　市役所総務課人事係　☎ 22‐1111内線 204   
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④扶養手当・住居手当・通勤手当 （令和 5年 4月 1日現在）
区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 6,500 円

同
子 10,000 円
父母等 6,500 円
上記のうち 16歳に達する年度初めから 22歳に達する
年度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当
借家（家賃月額 16,000 円を超える場合に限る） 28,000 円を限度に

家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額55,000円）

交通用具使用者 片道 2km以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （令和 4年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 17.71%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 36,226 円

手当の種類（手当数） 12

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当
保健師に支給される保健師手当

区分 西之表市 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤務 20年 19.6695 月分 26.3655 月分 24.586875月分
勤務 25年 28.0395 月分 33.27075 月分

同 同勤務 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～ 20%加算） 同

③退職手当 （令和 5年 4月 1日現在）

②時間外勤務手当
区　分 支給総額 職員１人当支給年額

令和 4年度 51,759 千円 294千円
令和 3年度 50,830 千円 289千円

8 特別職の報酬等 （令和 5年 4月 1日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当
市長 781,000 円 令和 4年度支給割合
副市長 614,000 円
教育長 572,000 円 6月期 1.550 月分 (1.575 月分 )
議長 354,000 円 12月期 1.600 月分 (1.575 月分 )
副議長 272,000 円 計 3.150 月分 (3.150 月分 )
議員 256,000 円

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末手当の支給割合です。

市政の窓2023.8 月号



⑩

11 職員の勤務時間その他勤務条件
　　　　　　　　　　　　　　（令和 5年 4月 1日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　8時 30分～ 17時 15分
休憩時間 12時～ 13時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12月 29日～ 1月 3日
年次休暇 1年につき 20日（有給休暇）
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13 職員の分限及び懲戒処分　　　（令和 4年度）
区　分 状　況
分限処分 0件
懲戒処分 0件

16 職員の福利及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 4年度）
区　分 状　況

定期健康診断 136名中 134名受診（受診率 98.5％）
人間ドック ２日ドック 8名、１日ドック 52名、節目ドック 10名、脳ドック 6名

15 職員の研修　　　　　　　　　（令和 4年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センター(階層別研修) 31 名
県市町村職員研修センター（特別研修） 10 名
その他独自研修 60 名12 職員の休業　　  　　　　　　　　（令和 4年度）

区　分 状　況
育児休業 3名
病気休業 0名

10 職員任免及び職員数に関する事項 （令和 5年 4月 1日現在）
令和 4年 4月 1日
現在職員数

令和 4年度
中退職者等（注 1）

令和 5年 4月 1日
採用者（注 2）

令和 5年 4月 1日
現在職員数

206名 12名 14名 208名
（注 1及び注 2）割愛職員（県）異動を含みます。

17 人事評価の状況
　人事評価制度については、改正地方公務員法により、平成 28年４月からその実施が義務付けられ、能力・
実績に基づく人事管理を行うとともに、人事評価のプロセスを通じた人材育成を行っていくことが求めら
れています。また、評価結果の本格的な活用を求められており、処遇等への反映が急務となっています。
　令和 4年度は、処遇反映等に向け、本市の評価シートの課題分析等の調査をコンサルタントに委託し、
次年度以降の見直し業務の足がかりを実施しました。

14 職員の服務（年次有給休暇）　　（令和 4年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率
5,804 日 1,929 日 150名 12.9 日 33.2%

9 定員（部門別職員数） （各年 4月 1日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

令3 令 4 令 5 令 3 令 4 令 5 令 3 令 4 令 5 令 3 令 4 令 5

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 22 21 20 △ 1 △ 1 △ 1
総務 63 62 63 2 △ 1 1 警察
税務 11 12 13 1 1 消防
労働 小計 22 21 20 △ 1 △ 1 △ 1
農水 27 28 28 1

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 水道 8 8 8 △ 1
土木 14 15 16 1 1 1 交通
小計 123 125 128 3 2 3 下水道

福祉
民生 14 14 13 △ 1 △ 1 その他 24 23 25 △ 1 2
衛生 14 15 14 1 1 △ 1 小計 32 31 33 △ 1 △ 1 2
小計 28 29 27 0 1 △ 2 その他　計 54 52 53 △ 2 △ 2 1

一般行政　計 151 154 155 3 3 1 総　合　計 205 206 208 1 1 2

市政の窓 2023.8 月号



⑪

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せシカ侵入防止柵（金網柵）設置の
補助事業

【事業説明】市役所農林水産課窓口で個別に説明

【説明及び申請受付期間】

8月 1日（火）～ 8月 25日（金）※期日厳守

【申込書類】

実施要望書、実施予定ほ場の位置図、完納証明書

※申請書類等に関しては、事業説明時に配布

【申請要件】

①受益農家が、3戸以上であること

②柵を一体的に整備・管理できること

③市税に滞納がないこと

※申請内容によって補助対象とならない場合があ

ります。また、予算の都合上、令和 6年度以降の

実施となる場合がありますので、ご了承ください。

■申込・問合せ先
　市福祉事務所援護係
　☎ 22‐1111内線 323・329

「鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式」
参列遺族の募集

【期日】11月 14日（火）※前日からの団体行動

【場所】鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和祈念公園内〈摩

文仁の丘〉）

【対象者】沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方

の配偶者及び 3親等内のご遺族

【申込期間】8月 1日（火）～ 8月 31日（木）

【募集人数】8名（鹿児島県内全市町村で）

※申込多数の場合は選考となります。

■問合せ先　種子島警察署　☎ 22‐0110

楽しく学ぼう！　ワクワク警察展を開催！

　子どもから大人までどなたでも参加できます。ぜひ、ご来場ください！
【日時】8月 6日（日）　13時～ 15時
【場所】種子島警察署
【内容】〇警察本部採用係による採用説明会　〇警察手帳手作り体験　※数量限定

〇子ども制服試着体験　〇白バイ・パトカー乗車体験　〇装備資機材展示

■申込・問合せ先
　市役所農林水産課林務係
　☎ 22‐1111内線 244

■申込・問合せ先　保健センターすこやか　☎ 24‐3233

「おやこクッキング」　参加者募集！

　夏休み期間中「おやこクッキング」を開催します。親子で調理をしたいと思っている方、興味のある方、
ぜひ、ご参加ください。

【定員】親子 15組（定員に達し次第締切）
【準備するもの】エプロン、三角巾、子ども用上履き

材料代１家族 200円
【募集締切】8月 16日（水）

【日時】8月 24日（木）　9時 30分～ 12時
【対象者】小学生とその保護者
【場所】保健センターすこやか２階

※会場には託児者がいますので、小さなお子様連れの方もお気軽に申込みください。



　一定の要件を満たす国保・後期被保険者が指定

施術所ではり・きゅうの施術を受けるとき、はり・

きゅう受領者証を提示することによって 1回につ

き 600円の施術料の助成が受けられます。

【申請に必要なもの】

・療養を受ける方の保険証

・申請に来る方の顔写真付きの身分証明書の原本

　（運転免許証等）

・世帯主の印鑑（認め印可）

・別世帯の方が代理人として手続きに来る場合は、

委任状や世帯主の保険証など、世帯主が代理人を

指定した事実を確認できる書類

※注意事項

　国保税及び保険料滞納世帯の被保険者には受領

者証を交付できません。

【助成利用可能な施術所】

・すぎ鍼灸整骨院 (☎ 28-3715)

・えんどう鍼灸マッサージ治療院

　(☎ 090-9138-8206)

・はり、マッサージ・スポーツコンディショニン

　グ研明庵 (☎ 23-0067)

・千春鍼灸接骨院メディカルサロンたねがしま

　(☎ 23-4555)

・村山鍼灸治療院 (☎ 070-4394-4049)

・村山鍼灸治療院　出張所 (☎ 070-4394-4049)

はり・きゅう施術料の助成

■問合せ先
　市役所健康保険課国保年金係
　☎ 22‐1111内線 311

（国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入
者の皆様へ）
交通事故・暴力行為等にあったら、必ず届
け出をお願いします

【１．医療費は加害者が負担】
　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷
病による医療費は、原則として加害者が負担すべ
きものです。被保険者証を使って医療機関を受診
する場合、国保や後期高齢者医療制度が負担した
医療費を、後で加害者に請求しますので、以下の
ような事例で受診する場合は、必ず下記お問合せ
先まで届け出をしてください。
＜第三者行為の対象となる事例＞
・交通事故で怪我をしたとき
・他人のペットに咬まれて怪我をしたとき
・暴力や傷害行為を受け怪我をしたとき
・ゴルフボールをぶつけられたとき
・飲食店で食べたものが原因で食中毒になったとき
※仕事中（通勤含む）の傷病については、国保・
後期高齢者医療制度での診療は受けられませんの
で、勤め先の労災保険等を使用して診療を受けて
ください。
【２．届け出る前に示談をすると？】
　示談の取り決めが優先されて、国保・後期高齢
者医療制度から加害者に請求できない場合があり
ます。必ず示談の前に届け出を行ってください。
【３．届け出に必要なもの】
　国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療
被保険者証、印鑑、交通事故証明書（交通事故の
場合、自動車安全運転センターで申請、取得する
ことができます）、示談書（示談済みの場合）

■問合せ先
　市役所健康保険課国保年金係
　☎ 22‐9022（直通）

　SNSで市政情報を発信しています。
　検索いただき、SNS一覧からご確認ください。 西之表市　SNS

‐SNS による情報発信‐
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市
長
独
言
№ 76
…
横
山
盆
踊
と
城
下
町

　

７
月
、
横
山
神
社
の
盆
踊
り
を
訪
ね
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
、「
初
め
て
見
学
に
来
ま
し
た
」
と
い
う
若
い
親
子
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

本
番
前
に
「
電
子
紙
芝
居
」
が
あ
り
、
島
津
藩
の
家
老
だ
っ
た
比
志
島
国
隆
と
阿
久
根

千
代
女
の
物
語
を
披
露
し
ま
し
た
。
国
隆
は
１
６
２
８
（
寛
永
５
）
年
、
種
子
島
に
流
罪

と
な
り
横
山
に
幽
閉
さ
れ
ま
す
。
阿
久
根
の
地
頭
を
務
め
た
縁
で
結
ば
れ
た
千
代
女
が
後

を
追
う
よ
う
に
し
て
小
舟
で
島
に
渡
り
、再
会
し
ま
し
た
。
し
か
し
、国
隆
が
藩
命
に
よ
っ

て
死
罪
と
な
り
、
千
代
女
は
殉
死
し
ま
す
。
約
四
百
年
前
の
悲
話
は
、
千
代
女
を
哀
れ
む

島
人
に
よ
っ
て
盆
踊
り
に
歌
い
こ
ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
薄
暮
の
境
内
に
踊
り
手
が
カ
ネ
と
太
鼓
、

歌
い
手
の
声
で
入
場
し
ま
し
た
。
七
夕
竿
を
持
っ
て

「
チ
ョ
ウ
」
と
言
う
役
（
弔
、
蝶
）
が
い
て
、
１
曲
終

わ
る
度
に
円
陣
を
３
回
駆
け
回
り
、「
ヤ
ガ
テ
ー
」
と

叫
ぶ
と
次
の
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
６
曲
が
次
々
に
演

じ
ら
れ
る
間
、
空
気
は
終
始
し
め
や
か
で
す
。

　

こ
の
横
山
盆
踊
は
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
、
国
の

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
３
月
刊
行
の

「
種
子
島
の
盆
踊
調
査
報
告
書
」
は
、
横
山
神
社
と
西

之
本
国
寺
（
南
種
子
町
）
を
中
心
に
各
地
の
盆
踊
り
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、奈
良
の
都
が
で
き
た
７
１
０
（
和
銅
３
）
年
の
こ
ろ
、多
褹
嶋
（
た

ね
の
と
う
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
嶋
」
と
は
国
と
同
等
の
行
政
単
位
で
、
多
褹
嶋
と

い
う
国
は
種
子
島
だ
け
で
な
く
屋
久
島
を
含
み
ま
し
た
。
嶋
庁
が
種
子
島
の
ど
こ
に
置
か

れ
た
か
は
不
明
で
す
。
八
坂
神
社
の
前
身
で
あ
る
慈
遠
寺
が
、
嶋
分
寺
（
国
分
寺
）
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

横
山
盆
踊
は
赤
尾
木
城
下
の
寺
で
も
踊
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
か
つ
て
西
町
の
八
坂
神
社

境
内
の
夏
祭
り
で
、
老
若
男
女
が
、
や
ぐ
ら
の
周
囲
を
に
ぎ
や
か
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、

死
者
を
し
の
ぶ
盆
踊
り
は
本
来
、
現
在
の
横
山
の
よ
う
な
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
盆
踊

り
の
歴
史
に
は
奥
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

千代女の「電子紙芝居」＝横山神社で

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
米…1合
押し麦…1合
茹でタコ…300g
玉ねぎみじん切り…1個分
ニンニクみじん切り…2片分

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 195 弾　鉄砲伝来 480 周年記念特別編第 195 弾　鉄砲伝来 480 周年記念特別編

「「ポルトガル風ポルトガル風タコ飯」タコ飯」

【作り方】
① 米は洗ってザルにあけておく。タコは小さめの一口大
　に切る。
② 鍋またはフライパンにオリーブ油、玉ねぎ、ニンニクを入れ弱めの中火で炒める。鍋またはフライパンにオリーブ油、玉ねぎ、ニンニクを入れ弱めの中火で炒める。
③ 玉ねぎがしんなりしてきたらタコを加えてさらに炒め蓋をする。
④ 3 ～ 4分加熱し、タコから水が出てきたら米、押し麦を加えてかるく炒める。
⑤ 水、ローリエ、塩を加えて蓋をし、強めの中火で加熱する。ひと煮立ちしたら弱火にして 10～ 12分
　ほど煮る。途中焦げつかないように何度か混ぜる。
⑥ 火を止めて 5分蒸らす。

オリーブ油…大さじ 2
水…500cc
ローリエ…2枚（なくて
もよい）
塩…約小さじ 2
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　相続した空き家について、どうしようか考えながらも困っていませんか？
　お盆や正月など、親族が集まる機会に、空き家の利活用方法をご検討してはいかがでしょうか。

■問合せ先　　市役所地域支援課協働推進係　　　　☎ 22‐1111内線 214

◆移住・定住のための空き家を探しています◆
《親族が集まる機会に、空き家の利活用についてご検討ください》

　自然に囲まれた暮らしを求めて、都会から西之表市への移住希望者が増えていますが、借家が不足し
ており移住が難しい状況です。
　地域活性化のためにも、ぜひ空き家バンクへの登録をご検討ください。
　また、空き家バンク制度は、５年間登録していた
だくことを前提に、その空き家のリフォームや家財
整理の費用について一部助成を行う事業があります。
　詳細は、お問い合わせください。

《空き家バンクへの登録をお願いします》

▲　市HP

西 之 表 市 国 民 健 康 保 険西 之 表 市 国 民 健 康 保 険
鹿児島県後期高齢者医療制度鹿児島県後期高齢者医療制度

《Q1. 特定健診ってどんな検査をするの？》《Q1. 特定健診ってどんな検査をするの？》

今今、知ってほしい！、知ってほしい！　特定健診特定健診のこと。のこと。

に加入中のみなさまへに加入中のみなさまへ

毎年毎年１１回、健診を受けましょう！回、健診を受けましょう！
　　　　　　　　～　　　　　　　　～自分自分のために、のために、家族家族のために～のために～

A. 　身体計測（身長・体重・腹囲）、　血液・尿検査、血圧測定、医師 の診察、医師の判断による追加検　A. 　身体計測（身長・体重・腹囲）、　血液・尿検査、血圧測定、医師 の診察、医師の判断による追加検　
　査を実施します。生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームの早期発見・予防を目的とした　　査を実施します。生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームの早期発見・予防を目的とした　
　健診です。　健診です。
　※ ちなみに・・・健診時年齢で 20～ 39歳の方の健診を「生活習慣病予防健診」、40～ 74歳の方の健　※ ちなみに・・・健診時年齢で 20～ 39歳の方の健診を「生活習慣病予防健診」、40～ 74歳の方の健
　　　　　　　　　診を「特定健診」、75歳以上の方の健診を「長寿健診」と呼びますが、総称して特定健　　　　　　　　　診を「特定健診」、75歳以上の方の健診を「長寿健診」と呼びますが、総称して特定健
　　　　　　　　　診と呼ぶ場合があります。　　　　　　　　　診と呼ぶ場合があります。

■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係 ☎ 22‐1111内線 308　市役所健康保険課国保年金係 ☎ 22‐1111内線 308

《Q2. 定期通院をしているけど、健診を受ける必要があるの？》《Q2. 定期通院をしているけど、健診を受ける必要があるの？》
A. 　定期通院をしている方も健診の対象となります。かかりつけ医への健診受診のご相談をお勧めします。A. 　定期通院をしている方も健診の対象となります。かかりつけ医への健診受診のご相談をお勧めします。

《Q3. 職場健診を受けたけど、市の健診も受けないといけないの？》《Q3. 職場健診を受けたけど、市の健診も受けないといけないの？》
A. 　職場健診を受けた方は、健診結果を健康保険課までご提供ください。A. 　職場健診を受けた方は、健診結果を健康保険課までご提供ください。
　　検査項目が揃っていれば、特定健診等を受診したとみなすことができるため、改めて、特定健診等を受　　検査項目が揃っていれば、特定健診等を受診したとみなすことができるため、改めて、特定健診等を受
　　診する必要はありません。

11月にも集団健診を実施予定です。詳細は決まり次第、お知らせします。11月にも集団健診を実施予定です。詳細は決まり次第、お知らせします。
ご不明な点がありましたら、健康保険課までご連絡ください。ご不明な点がありましたら、健康保険課までご連絡ください。

⑭市政の窓 2023.8 月号



№ 247

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

６
月
19
日
（
月
）、
西
之
表
市
民
会
館
で
、
令
和
５
年
度
西
之
表
市
生
涯
学
習
市

民
講
座
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ヨ
ガ
〈
初
級
〉（
前
沢
小
由
先
生
）
と
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
（
柴
田
佳
世

子
先
生
）
の
２
講
座
を
新
た
に
開
設
し
、
魅
力
的
で
多
様
な
計
11
講
座
で
、
延
べ

１
０
１
人
の
受
講
生
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

各
講
座
で
は
、
早
速
、
楽
し
く
意
欲
的
に
学
ぶ
受
講
生
の
姿
が
見
ら
れ
、
受
講
生

同
士
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
市
民
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
！

自
主
講
座
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
！

市
民
講
座
以
外
に
も
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
な
生
涯
学
習
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
市
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
主
講
座
紹
介
】

・
絵
手
紙
教
室
・
熊
毛
文
学
短
歌
会
・
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
・
太
極
柔
力
球

・
文
学
「
あ
か
お
ぎ
」
短
歌
会
・
文
芸
実
践
・
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室

・
ヨ
ガ
教
室
・
琉
球
國
祭
り
太
鼓
種
子
島
支
部

皆さんも、ご自身の生涯を潤す学習講座に
参加してみませんか？

▲　開講式

▲　講師の紹介

⑮ 市政の窓2023.8 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

《
事
例
》

　
「
台
風
に
よ
る
家
屋
の
被
害
調
査
を
し
て
い
る
」
と
電
話
が
あ
り
、
来
訪
を

了
承
し
た
。
事
業
者
が
ド
ロ
ー
ン
で
屋
根
な
ど
の
点
検
を
行
っ
た
後
、
写
真

を
見
せ
ら
れ
「
屋
根
瓦
に
割
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
損
害
保
険
の
保
険
金

で
修
繕
で
き
る
。
当
社
が
保
険
金
の
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
説
明
さ
れ

た
た
め
、
そ
の
場
で
保
険
金
申
請
代
行
の
契
約
を
し
た
。
そ
の
後
、
契
約
書

を
よ
く
読
む
と
「
損
害
保
険
金
支
給
額
の
35
％
を
手
数
料
と
し
て
支
払
う
こ

と
」
と
記
載
が
あ
っ
た
。
冷
静
に
考
え
る
と
、
保
険
会
社
へ
の
申
請
は
自
分

で
で
き
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。（
70
歳
代
）

「
保
険
金
で
住
宅
修
理
が
で
き
る
」

「
保
険
金
で
住
宅
修
理
が
で
き
る
」

                     
                     

と
勧
誘
す
る
事
業
者
に
注
意
！

と
勧
誘
す
る
事
業
者
に
注
意
！

☆
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス

◆
「
保
険
金
を
使
っ
て
自
己
負
担
な
く
住
宅
修
理
が
で
き
る
。
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
、
高
額
な
手
数
料
や
、
修
理
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
場
合
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

◆
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
保
険
会
社
へ
の
申
請
手
続
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
保
険
会
社
や
保
険
代
理
店
に
相
談
し
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
損
害
保
険
は
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
損
害
を
対
象
と
し
て
お
り
、
経
年

劣
化
に
よ
る
損
害
は
対
象
外
で
す
。
う
そ
の
理
由
で
申
請
す
る
よ
う
勧
め
ら

れ
て
も
、
決
し
て
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
お
住
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

【免除制度の内容】
・産前産後期間の免除制度は、第１号被保険者（20歳以上 60歳未満の自営業者・農林漁業
者とその家族、学生、無職の方）が出産された際、産前産後の国民年金保険料が一定期間免
除される制度で「保険料免除された期間」も保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受
給額に反映されます。また、現在保険料免除制度を利用されている方も手続きをしていただ
くと全額還付（返金）の対象になります。
・届出は出産予定日の６か月前からでき、平成 31年２月１日以降の出産であれば、出産後
の届出はいつでも可能です。
・届出先は市役所健康保険課窓口、または郵送でも手続きできます。詳しくは、日本年金機
構ホームページをご覧ください。

【保険料納付が免除される期間】
・出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されま
す。
・多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合は、出産予定日または出産日が属す
る月の３か月前から最大６か月間の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含
みます）

3か月前  2 か月前  1 か月前         1 か月後  2 か月前  3 か月前  
出産予定日※

出産予定日※

単胎の方

多胎の方

※届出日が出産後の場合は「出産日」

⑯市政の窓 2023.8 月号



宇宙科学技術館 TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
観
察
会
」

８
月
31
日
（
木
）
開
催

（
記
事
の
内
容
は
7
月
11
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　平成 27年から開催している「よろ～て元気アップ教室」は今年で９年目を迎え、現在市内 53ヶ所、
約 840名の方が参加しています。
　元気アップ教室は、身体の機能向上を目的とした週１回の筋力運動（元気アップ体操）や口腔体操が
基本的なプログラムですが、多くのグループでは月１回のサロン活動として、茶話会やレクリエーション、
外部講師による健康講座など様々な企画も用意されています。
　健康講座では、医師による医療講話を始め、薬剤師や理学療法
士など多様な専門職による講話を開催し、健康や介護予防に関す
る最新情報について楽しく学ぶことができます。また、日頃の
ちょっとした疑問や悩みを相談することができる貴重な機会にも
なっています。
　体操だけでなく、気軽な交流や健康講話に関心のある方は、ぜ
ひお近くの元気アップ教室へご参加下さい。

元気アップ教室・サロン活動に参加してみませんか？

　

雨
天
や
曇
天
な
ど
、
天
体
観
察

が
困
難
な
場
合
で
も
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
関
す
る
情
報

な
ど
は
、
今
後
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

月
は
楕
円
の
軌
道
を
描
き
な

が
ら
地
球
の
周
り
を
回
っ
て
い

る
た
め
、
大
き
く
見
え
た
り
小
さ

く
見
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。。
月
が
一
番
地
球
に
接
近

す
る
日
の
満
月
・
新
月
は
、「
ス
ー

パ
ー
ム
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
大
き
く
明

る
く
輝
く
様
子
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

８
月
31
日
（
木
）、
宇
宙
科

過去の観測会の様子

H-Ⅱ

A
ロ
ケ
ッ
ト
47
号
機

８
月
26
日
（
土
）
打
上
げ

・医療講話（医師）・おくすりの豆知識（薬剤師）・熱中症予防について（保健師）・転倒予防について（理
学療法士）・口腔ケアで肺炎予防（歯科衛生士）・脳を元気にする食事＆運動（管理栄養士・健康運動指
導士）・防犯講座（警察署）・介護保険サービスの流れについて（社会福祉士）

《健康講座の内容》

宇宙センター
Twitter

H-
Ⅱ
A
ロ
ケ
ッ
ト
47
号
機

に
よ
る
Ｘ
線
分
光
撮
像
衛
星
「
Ｘ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
及
び
小
型
月
着
陸
実

証
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
は
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
よ
り
８
月
26
日

(

土)

に
打
上
げ
予
定
で
す
。

〇
打
上
げ
予
定
日
時

　
　

８
月
26
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
34
分
57
秒

〇
打
上
げ
予
備
期
間

　
　

８
月
27
日
（
日
）

　
　
　

〜
９
月
15
日
（
金
）

　

打
上
げ
成
功
に
向
け
、
関
係
者

一
同
努
め
て
参
り
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
技
術
館
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
観
察
会
」
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
月
に
向

け
て
打
上
げ
ら
れ
る
小
型
月
着

陸
実
証
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
の
計
画

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
天
体

望
遠
鏡
を
用
い
て
、
夜
空
に
明
る

く
輝
く
大
き
な
月
の
観
察
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

※健康講座は、全 27講座の中から各元気アップ教室・サロン団体の希望に応じて講師を派遣しています。
※詳しくは、地域包括支援センターへお問い合わせ下さい

薬剤師による講話の様子
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戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
5
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

鳥
越　

道
子

榕
城
中
目

鳥
越　

貞
一

田
頭　

キ
ヨ
子
田
之
脇

田
頭　

政
敏

春
村　

充
代

川
迎

春
村　

良
子

大
木　

公
英

浜
之
町

大
木　

エ
イ
子

黒
瀬　

孝
子

西
町

黒
瀬　

美
代
子

永
井　

マ
サ
子
住
吉
中
之
町
永
井　

締
男

迫
川　

基
子

上
之
原
町

迫
川　

浩
英

鮫
島　

誠

形
之
山

鮫
島　

宗
継

榎
本　

幹
雄

川
迎

榎
本　

チ
ヱ

渡
邉　

信
子

今
年
川

大
石　

斗
市

野
間　

チ
ズ
子
川
迎

野
間　

俊
一

※
一
般
寄
付

　
（
車
い
す
）

水
溜
カ
ラ
オ
ケ
教
室

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
〜
7
月
15
日
受
付
分
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

伊
豆
元　

翔
太　
　

池
野

　
　

＆

石
元　

ひ
か
り　
　

大
平

長
倉　

洋
平　
　
　

桜
園

　
　

＆

森　
　

彩
乃　
　
　

上
之
原
町

榎
本　

将
志　
　
　

現
和
上
之
町

　
　

＆

野
﨑　

優
子　
　
　

小
牧
野

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
7
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
7
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

田
中　

花は
な那

女

遥
平

美
貴

番
屋
峯

上
野　

結ゆ
う
ひ飛

女

優
太

し
ず
か
下
石
寺

小
園　

琉り
ゅ
う
と斗

男

啓
太

眞
子

西
町

小
倉　

悠ゆ
う
り利

男

慶
太
郎
美
由

西
町

久
留　

大た
い
が雅

男

康
平

志
織

池
野

駒
栅　

沙さ

き葵

女

宗
一
郎
恵
美

松
畠

柚
木
原　

瑠る

と斗

男

翔
太

玲
奈

野
首

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

椎
田　

松
枝

104

下
郷

牧　

二
三
子

104

中
野

小
倉　

康
信

95

平
山

坂
口　

文
時
朗

69

松
畠

中
河　

チ
ズ
子

64

浅
川

寺
田　

貞
則

87

浜
之
町

川
畑　

雅
美

83

野
首

下
江　

キ
ク

104

湊

渡
邉　

勝
美

85

岳
之
田

伊
藤　

健
三

64

松
畠

濱
元　

照
男

66

桜
園

《
郷
土
芸
能
》
横
山
盆
踊
り

　

７
月
９
日
（
日
）、
上
西
校
区
の
横
山
神

社
で
、
国
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
横
山
盆
踊
り
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

空
も
薄
暗
く
な
り
、
上
西
小
学
校
の
児
童

が
作
成
し
た
灯
籠
に
灯
が
と
も
る
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
横
山

の
初
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
番
前
に
は
、
島
津
藩
家
老
比
志

島
国
隆
と
阿
久
根
千
代
の
物
語
を
紹
介
す
る

「
電
子
紙
芝
居
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

⑱市政の窓 2023.8 月号



十
両
の
種
子
島
の
出
身
「
島
津
海
」
勝
越
し
な
れ
ば
花
火
の
揚
が
る

一
五
四
三
年
か
ら
早
や
四
百
八
十
年

両
眼
の
手
術
の
経
過
「
い
い
で
す
ね
」
二
重
ま
ぶ
た
の
主
治
医
は
言
い
ぬ

仕
事
場
に
迷
い
込
ん
だ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
パ
タ
パ
タ
パ
タ
と
羽
を
動
か
し

雨
粒
に
色
の
魔
法
を
仕
込
み
た
る
よ
う
に
紫
陽
花
と
り
ど
り
に
咲
く

世
の
動
き
人
と
の
別
れ
妻
と
わ
れ
と
八
十
路
の
春
を
共
に
迎
え
し

雲
厚
し
真
白
き
花
の
ク
チ
ナ
シ
は
八
重
も
一
重
も
厨
に
薫
る

振
り
向
け
ば
ま
だ
岸
壁
に
立
ち
尽
く
す
友
の
姿
を
眼
に
て
追
う

素
麺
の
残
し
た
氷
ふ
た
り
し
て
挟
む
を
競
い
夏
の
夜
ふ
け
る

乳
牛
を
育
て
る
父
の
愛
に
触
れ
我
が
人
生
の
宝
物
か
と

終
夜
山
又
山
を
右
左
り
鳴
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
今
日
も
独
り
で

す
き
透
る
汽
水
に
あ
そ
ぶ
海
鳥
よ
メ
ヒ
ル
ギ
萌き

ざ

す
湊
川
辺
り

庭
先
に
ま
っ
赤
に
咲
い
た
カ
ン
ナ
た
ち
愛
で
き
し
吾
へ
の
お
返
し
か
し
ら

屋
久
ザ
ル
は
親
子
共
ど
も
毛
ず
く
ろ
い
愛
ら
し
き
顔
人
も
お
そ
れ
ず

同
じ
轍
踏
み
は
し
ま
い
か
ぐ
ん
ぐ
ん
と
馬ま

げ
毛
島
は
基
地
へ
の
建
設
す
す
む

リ
ウ
マ
チ
が
線
状
降
水
帯
に
泣
く

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

埼
玉
県
・
上
妻　

茂
香

南
種
子
・
佐
伯　

圭
子

東
京
都
・
田
元　

伸
二
郎

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

宮
崎
県
・
長
友　

幸
憲

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

群
馬
県
・
西
門　

正
德

上
能
野
・
福
元　

秀
義

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
さ
ち
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　55件
うち急病　30件

6月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

7月 10日現在（R5年累計）
交交通事故通事故（人身事故）

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,556 3,881 7,437 3,937
上西 220 238 458 263
下西 1,038 1,074 2,112 1,184
国上 464 484 948 549
伊関 176 201 377 211
安納 172 177 349 195
現和 535 566 1,101 629
安城 145 135 280 161
立山 50 40 90 51
中割 34 33 67 48
古田 160 185 345 184
住吉 351 430 781 456

［校区別］

［人口］
全体 14,345 人（+18）
男性 6,901 人（+17）
女性 7,444 人（+1）
［世帯数］
7,868 世帯（+16）
（　）内の数字は前月比

６月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【6月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 527 244 2,477 323
葉茎菜
　　類 572 69 3,869 461

果菜類 3,369 583 1,915 272
その他 5,512 690 1,120 267
小 計 9,980 1,586 9,381 1,323

果
物
類

かん
きつ類 0 0 518 56

果瓜類 1,218 271 427 64
その他 573 182 586 197
小 計 1,791 453 1,531 317

鳥 卵・　　
加 工 品 等 19 5 542 248

花　類 11,803
本 534 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
23トン

12トン
（52％）

11トン
（48％）

取引額
447万円

258万円
（58％）

189万円
（42％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《8月の休み》
2日・6日・9日・14日・15日・16日・
20日・23日・27日・30日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

8 月 当番スタンド

6日 種子島石油㈱（鴨女町）

20日 ㈲和人組（上石寺）

27日 ㈱有馬石油店（西町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告
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［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!


